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世界の自転車まちづくりについて知ろう！

②自転車の機動力

車（高速道路）・鉄道　　　　　　　　　　　　　　　　　１００ｋｍ

氏名：木舟周作（きふねしゅうさく）

国籍：日本
性別：男
年齢：３３歳
家族：妻、長男（０歳）
好きな言葉：色即是空

車（一般道）　　　　　　　４０ｋｍ

自転車　　　　２０ｋｍ

徒歩　４ｋｍ

・移動速度の比較

　平地で天候条件が良好な場合、自転車の平均時速はおよそ
２０キロ。これは徒歩の５倍の速さであり、車（一般道）と
比較すると半分程度。慣れてくれば、１日１００キロ以上の
距離を走ることも充分に可能である。
　自転車は速すぎず遅すぎず、景色を眺めるのに最適で、か
つ意外に機動力もあるのだ。

・安城市を基点とすると

　江戸時代、東海道を徒歩で往来していた旅人たちは、おおむね１０日～１５日ほどで、江戸から京都
まで到達していたといわれている。さらに、定飛脚と呼ばれた定期便の飛脚は、その距離をわずか６日
で走破していた。
　今の時代、自転車を用いると、いったいどのくらいの日数がかかるだろうか？
　また、たとえば安城市を基点として、１日１００キロ走るとすると、どこまで行けるだろうか？　国
道１号に沿って考えてみると、案外遠くの町まで行き着けることが分かる。

　自転車という乗り物の特性や能力を踏まえて、世界ではどんな使われ方をしているのか見てみよう！

①自己紹介

・世界一周の装備

右サイドバッグ
（水、食料、
　コッヘルなど）

左サイドバッグ
（工具、合羽、
　ガソリンコンロなど）

マウンテンバイク
（空気入れ、ボトル）

ザック
（テント、寝袋、着替え、
　洗面用具、日記帳、輪行袋など）

ウエストポーチ
（カメラ、筆記用具、地図など）

自転車：１０ｋｇ
荷　物：２０ｋｇ

略歴：学生時代にサイクリング部に所属し、
　　　自転車旅行の楽しさに目覚める。
　　　大学卒業後、３年半の会社勤めを経て、
　　　世界一周自転車旅行に挑戦（２００１～０３年）。
　　　旅行記「銀色の轍」をオーマイニュースにて連載中。
　　　これまでの通算訪問国数は約７０ヶ国。
　　　現在、旅行会社勤務。

東京

小田原富士

静岡掛川

浜松

名古屋

京都

大阪

安城

亀山甲賀
豊橋

四日市

５０ｋｍ

１００ｋｍ
１５０ｋｍ

２１０ｋｍ

３５０ｋｍ


